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今や第二社会党？「民主党解剖」 2009/07/21 20:27 

  

次の内閣閣僚に旧社会党系が六人も! 

社民との連立で福島瑞穂も入閣か？ 

  
  
 予定ではNHK 「JAPANデビュー」 に抗議する国民大行動・第５弾の模様を詳報するはずでしたが、既に「正しい歴史

認識、国益重視の外交、核武装の実現」さんが全体像をまとめてくれてますので、そちらをご覧頂くことにして、産経

新聞から出版された「民主党解剖」についてエントリーを上げます。 
  
 これも全体の内容については「反日勢力を斬る！イザ」さんがまとめていますので、私は部分ピックアップとなりま

すが、民主党・次の内閣についての本文を紹介致します。この部分の執筆担当はお馴染みの阿比留瑠比氏で、散々言わ

れてきた鳩山由起夫・小沢一郎についてはカット、その他の人物評です。 
  
 この内閣名簿は小沢代表の時の名簿をそのまま受け継いでいますが、民主党は既に社民党・国民新党と連立を組むこ

とを表明してます。ということは各党から一人づつ入閣する可能性もあるわけで、何とあの福島瑞穂が大臣になる可能

性もあるのです。「   」。言葉が見あたりません！。 
  
 阿比留さんがここで書いていることは産経新聞の連載でも掲載されましたから読者は記憶に新しいと思います。が、総選挙の

日程が確定したことを受け、改めて強調したいと思い、収録した次第です（中見出しは私がつけました）。これが民主党の本当の

現実であり、是非ともより多くの人に周知徹底させたいと考えています。それでも「民主党ですか」、貴方は？。 
  
  

             
   「民主党解剖」絶好のタイミングで産経新聞社から1300円（税別）で好評発売中です。 
  
■鳩山『次の内閣』閣僚名簿 2009年5月19日 
  
ネクスト総理大臣 鳩山由紀夫  
ネクスト副総理大臣 小沢一郎  菅直人  輿石東  
ネクスト国務大臣 岡田 克也  
ネクスト官房長官 直嶋 正行  
                 大 臣             副大臣  
ネクスト総務大臣 原口一博  黄川田徹加藤敏幸  
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ネクスト外務大臣 鉢呂吉雄  武正公一 白眞勲  
ネクスト防衛大臣 浅尾慶一郎 山口壯  一川保夫  
ネクスト内閣府担当大臣 松井孝治 泉健太 藤本祐司  
ネクスト財務大臣 中川正春 松野頼久 大塚耕平  
ネクスト金融担当大臣（経済財政担当） 大畠章宏 下条みつ 大久保勉  
ネクスト厚生労働大臣 藤村修 山井和則 中村哲治  
ネクスト年金担当大臣 長妻昭 蓮舫  
ネクスト経済産業大臣 増子輝彦 大島敦 藤原正司  
ネクスト法務大臣 細川律夫 加藤公一  松野信夫  
ネクスト文部科学大臣 小宮山洋子 牧義夫 鈴木寛  
ネクスト子ども・男女共同参画担当大臣 神本美恵子 西村智奈美 島田智哉子  
ネクスト農林水産大臣 筒井信隆 笹木竜三 高橋千秋  
ネクスト国土交通大臣 長浜博行 後藤斎 室井邦彦  
ネクスト環境大臣 岡崎トミ子 伴野豊 ツルネンマルテイ  
ネクスト官房副長官 長妻昭（年金担当大臣兼務）  
  

極めてまぬけな議員―菅直人 

  
「次の内閣」のあと二人の副首相は、菅直人代表代行と、輿石東参院議員会長(代表代 
行)だ。鳩山氏とこの三人の副首相に「次の国務大臣」、岡田克也幹事長を加えた計五人が民主党の集団指導体制を

固めている。 
  
 菅氏は、婦人運動家、市川房枝元参院議員の選挙事務所代表から政界入りし、社民連、さきがけ、旧民主党、民主党

という遍歴を持つ。橋本内閣で厚生相を務め、薬害エイズ事件で初めて行政の責任を認めたという功績もあり、年金保

険料未納問題で党代表を辞任した平成十六年に頭を丸めてお遍路姿で始めて以来、四国霊場八十八カ所巡りを断続的に

続けていることでも知られる。 
  

だが、何と言っても有名なエピソードは、横田めぐみさんを含む複数の拉致被害者の拉致実行犯である北朝鮮工作

員、辛光沫元死刑囚らの助命釈放嘆願書に署名した問題だ。 
  

この問題は平成十四年、当時の安倍晋三官房副長官が「(署名した社民党の)土井たか子氏や菅直人氏は極めてまぬけ

な議員だ」と墾言したことでクローズアップされた。もともとは週刊文春平成元年九月二十八日号が特集したものだ

が、署名した百三十三人(うち社会党議員が百十九人)の国会議員の一人が菅氏だった。 
  

釈放要請対象者には、辛元死刑囚の共犯者である金吉旭・大阪朝鮮学校元校長の名前もある。嘆願書は当時の盧泰愚

韓国大統領に宛てたもので、文面はこんな内容だ。 
  

「私どもの心情をご理解下さり、彼ら在日関係のすべての『政治犯』とその家族が希望にみちた報せを受け、彼らが

韓国での社会生活におけるすぐれた人材として、また日韓両国民の友好のきづなとして働くことができる機会を与えて

下さいますよう、ここに心からお願いするものであります」 
  

北朝鮮工作員が、日韓両国をまたにかけて堂々と工作活動に励めるようにしてほしいと求める嘆願書を受け取って、

盧氏はどう感じただろうか。日本では現在ほど拉致問題が広く知られてはいなかった時代背景を考慮しても、やはり

「極めてまぬけ」だと言われても仕方がないと言えよう。菅氏は、対北朝鮮融和派の集まりである超党派の日朝国交正

常化推進議員連盟の顧問でもあり、確信犯なのかもしれないが…。 
  

ちなみに、現在の「次の内閣」メンバーではないが、かつて「次の法相」として入閣していた江田五月参院議長(議

長就任に伴い党籍離脱中)と千葉景子参院議員もこの嘆願書にサインしている。 
  

校長三万円、教頭二万円、一般教員一万円 

  
そしてもう一人の「次の副首相」である輿石氏は、社会党、社民党ときて民主党に加わった典型的な労組議員で連合

とのパイプも太く、組織選挙を重視する民主党にとって頼りになる存在だ。 
  
もともとは小学校の教員だったが、山梨県教職員組合(山教組)執行委員長を経ていまや民主党が第一党の座を占める

参院の最高権力者の地位にある。また、日教組の政治団体、日本民主教育政治連盟(日政連)の会長であり、「日教組の

ドン」とも呼ばれている。 
  

「教育の政治的中立などと言われても、そんなものはありえない。政治から教育を変えていく。私も、永遠に日教組

の組合員であるという自負を持っている」 
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輿石氏が今年一月、日教組の新春会合で語ったこの言葉は波紋を呼んだ。教育や教員の政治的中立を定めた教育基本

法や教育公務員特例法などを真っ向から無視するものであり、「仮に、そういった規定に反するという意図であれば大

変問題になる」(塩谷立文部科学相)という見過ごせない重大発言だ。 
  

だが、輿石氏がこれまで述べてきたこと、やってきたことを多少なりとも知る者にとっては、これは意外でも何でも

ない「いかにも輿石氏らしい」発言でもあるのだ。 
  

輿石氏の出身母体、山教組は組織率九五%を誇る山梨県内最強の労組であり、県政を長年にわたって事実上、支配し

ている。そのやり方は、所属教員を組織的・半強制的に動員し、各人の思想・信条にはかかわりなく輿石氏自身をはじ

めとする山教組が指定した侯補を当選させるための選挙活動に当たらせるというものだ。 
  
これに熱心に取り組む教員は、県教育委員会も影響下に置く山教組の意向でどんどん出世し、逆に逆らえば昇進でき

ず、僻地に飛ばされるといった構図だ。 
  

例えば輿石氏の選挙が近づくと、輿石氏が役員(顧問)を務める山教組の政治団体、山梨県民主教育政治連盟(県政連)

から各学校の分会に指令が届き、ボーナス時に「校長三万円、教頭二万円、一般教員一万円」の資金カンパを強いられ

る。教員OBからも五千円のカンパを徴収する徹底ぶりだが、領収書は発行されず、集金総額も使途も一切説明されな

い。 
  
 それと同時に、教員には輿石氏の政治団体「輿石東とともに明日を拓く会」(東明会)の後援会入会カード集めのノル

マ(一般教員は八十枚など)も課される。分会ごとの回収数を示した表もつくられ、カードの集まりが悪いと督促され

る。 
  

仕事時間後の平日夜や休日には、輪番で地域の教育会館に集まり、友人、知人、教え子宅などへの「電話作戦」を行

ったり、輿石氏の選挙ポスター張りに駆り出されたりする。 
  

職員室に輿石氏のポスターが張られることもあり、学校内で各地域の住民の思想傾向などを分析する選挙対策会議が

開かれることもある。過去には、輿石氏が各学校に「今度の選挙をよろしく」とあいさつ回りをしたため、そのたびに

教員は授業を中断して集合させられるということもあった。 
  

県政連は平成十六年に産経新聞がこの問題を報じるまで、輿石氏の選挙に備え十五年末から十六年にかけて集めた六

千万円余り資金カンパについて、政治資金収支報告書に一切記載していなかった。実際はこのうち計三千三百万円が、

十六年中に東明会などに輿石氏サイドに寄付されていた。 
  

確かにこれでは、輿石氏があけすけに言う通り、教育の政治的中立などあったものではない。資金カンパをめぐって

は平成十八年一月、山教組財政部長と県政連会長が政治資金規正法違反(虚偽記載)で略式起訴され、罰金刑を受けたこ

ともあったが、輿石氏は「私のために一生懸命やってくれたことは分かるが、(山教組と県政連は)意思を持った独立し

た団体で、私がどうこう言う立場ではない」と白々しく逃げを打つばかりだった。 
  

民主党の外交政策？そんなものはない！ 

  
民主党の「次の内閣」には、この輿石氏のほかにも二人の日政連所属議員が入っている。「次の外相」の鉢呂吉雄衆

院議員と「次の子ども・男女共同参画担当相」の神本美恵子参院議員で、民主党にいる八人の日政連議員(衆院副議長

に就任のため党籍離脱中の横路孝弘氏を含む)のうち、三人が入閣している計算だ。民主党がいかに日教組と一体化し

ているかが分かる。 
  

鉢呂氏は農協職員出身だが、日教組、特に地元の北海道教職員組合と強い結びつきを持っている。北海道教組が国会

前で座り込みを行う際などには、わざわざ他の北海道選出議員の事務所に、「(組合員が)各事務所へ伺いますので、議

員か秘書の御対応を頂きたくお願いします」「ご激励賜りますよう、あわせてお願いいたします」などと案内文を送り

つけるほどだ。 
  

鉢呂氏をめぐっては、霞が関からこんなエピソードも聞こえてきた。今年二月二十三日から二十五日まで、東京で、

欧州各国に駐在している大使たちがそれぞれの国の情勢や課題などについて報告、協議する欧州大使会議が開かれたと

きのことだ。鉢呂氏からある外務省高官に電話がかかってきて、次のようなやりとりがあったという。 
  
鉢呂氏「欧州大使会議で何か話すよう要請されたが、何を話せばいいのか」 
某高官「例えば、民主党の外交政策についてお話しになったらいかがでしょうか」 
鉢呂氏「そんなものは、ない！」 
  
「次の外相」として甚だ心許ない限りだが、この鉢呂氏を補佐する「次の外務副大臣」の一人が、平成十五年に韓国か
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ら日本に帰化した元朝鮮日報日本支社長、白真勲参院議員であることも注目すべきだろう。 
  

白氏は十九年十一月に開かれた在日本大韓民国民団主催の永住外国人への地方参政権要求集会で、「韓国人を受け入

れ、参政権を与えることは日本の国益になる。小沢一郎代表は参政権に積極的に賛成している。民主党に反対する議員

はいない」とあいさつしている。実際には、民主党内にも反対派は少なくないのだが、白氏の眼中にはないようだ。 
  

一方、神本氏は福岡県教職員組合女性部長、日教組文化部長などを歴任した日教組の生え抜きだ。神本氏は自身のホ

ームページの「ギャラリー」欄で、米国のマイク・ホンダ下院議員と江田参院議長らとともに一緒に写った写真を誇ら

しげに掲載している。 
  

ホンダ氏は「慰安婦制度は日本政府が第二次大戦中に行った軍用の強制的な売春」などと事実と異なる偏見と思い込

みに基づき、日本政府に公式謝罪を求めた米下院の対日非難決議を主導した人物であり、神本氏の価値観、歴史認識が

うかがえるところだ。 
  

岡崎トミ子の「武勇伝」 

  
慰安婦問題と一言えば、「次の環境相」である岡崎トミ子参院議員の「武勇伝」も忘れてはならない。岡崎氏は元東

北放送アナウンサーで、社会党議員時代には村山富市内閣で文部政務次官も務めたベテランだ。 
  

岡崎氏は国会開会中の十五年二月には、韓国・ソウルの日本大使館前で行われた韓国の慰安婦支援団体が主催する日

本政府糾弾デモに参加している。日本大使館の建物に向かって韓国人参加者たちとともにこぶしを振り上げ抗議すると

いう、日本の国会議員としては何か勘違いしているのではないかと思える行動をとった人物なのだ。 
  

「次の内閣府担当相」の松井孝治参院議員は、旧社会党左派出身の村山富市元首相の個人的思想・信条を反映し、日

本による植民地支配と侵略を謝罪した平成七年八月の「村山談話」作成に深くかかわっている。 
  

「村山談話」というと、最近では二十年十月、田母神俊雄前航空幕僚長が発表した論文が、政府見解(村山談話)と異

なるとして更迭されたのは記憶に新しい。松井氏は村山内閣当時の内閣副参事官として、谷野作太郎外政審議室長(後

に中国大使)らと村山談話の原案を起草した張本人、当事者だ。 
  
  

このほか「次の内閣」は、旧社会党出身議員が六人いることも手伝ってか、このほか国旗国歌法の反対者、靖国神社に

代わる国立追悼施設建設の推進者、女系天皇容認派、人権擁護法案推進者……と左派・リベラル色が目立つ。 
  
さらに、「次の経済産業相」の増子輝彦参院議員については昨年十一月、マルチ商法をめぐる虚偽説明で経産省から

業務停止命令を受けた企業の監査役を二年間にわたって務め、月額二十万円の報酬を受け取っていたことが発覚したこ

ともある。 
  

もちろん、「次の防衛相」の浅尾慶一郎参院議員、「次の年金担当相」の長妻昭衆院議員らそれほどイデオロギー色

を感じさせない閣僚もいるが、全体としては社会党の影響を色濃く感じさせる布陣となっており、民主党の成り立ちと

現在も引き継ぐ体質の一端を示しているようだ。 
                             阿比留瑠比（民主党解剖 P174-179から） 
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タグ： 民主党解剖  産経新聞社  阿比留瑠比  菅直人  輿石東  鉢呂吉雄  岡崎トミ子  福島瑞穂   

  
  
・置きビラ、ポスティング用のチラシの集積場です。是非、ご活用下さい。 
  

●「手作りチラシ集積サイト」 

●「０９年総選挙に向けたチラシ・ツール集積場」 

●テキサス親父が喝！日本の誇りと愛国心 Japanese pride and patriotism 

●民主党に一回、やらせてみようか。 

●すべての日本人に告ぐ！？（民主党の正体） 

●【直言極言】消え去る日本[H21/7/18] 

●在日コリアン達の本格的な日本侵略がはじまっていることに気づいて下さい   （ねえ、知ってたあ！）  
  
  

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(17) 

コメント(17) 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2009/07/21 21:23Commented by dpal451 さん 

 花うさぎ様 こんばんは。 

 
 上記の内容を国民の全てが承知した上で、それでも民主党に入れますかということにし

なければ、国民は騙されたという後悔しかなさそうですね。それにしても民主党の有力者

に何と問題議員が多いことか信じられない思いです。 

 
 なんとか国民周知の事実として知らせたいですね。  

 

2009/07/21 22:04Commented by その蜩 さん 

熱心な民主党支持者が、民主党の問題点と、良い点をリスティングしてたんですが、びっ

くりするくらい問題が多く、僅かしかない良い点と言われるモノの殆どが希望的観測でし

かないという結果で、それでもきわめて好意的な括りを書いてはいましたが、そのエントリ

失敗だったんじゃないかと思わざる得ないほど、苦しいモノでしたね。 
自分で書いてて嫌にならなかったのかと思ってしまいましたよ。 

 

2009/07/21 22:39Commented by 花うさぎ さん 

To dpal451さん こんばんは。 
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> 上記の内容を国民の全てが承知した上で、それでも民主党に入れますか

ということにしなければ、国民は騙されたという後悔しかなさそうですね。 

 
本当です。「ＮＨＫの大罪」どころか「反日マスコミの大罪」ですよ。 

 
＞それにしても民主党の有力者に何と問題議員が多いことか信じられない思いです。 

 
はい。こんな輩に一人年間3億1千万円もの日本人の血税を投入して、日本終了の後押

しをしているのですから、そのノー天気ぶりには掲揚するコメントが見あたりません。 

 
> なんとか国民周知の事実として知らせたいですね。 
 
諦めずに最後の一日まで地道に頑張るしかないと思います。日本が好きな日本人なら。 

 

2009/07/21 22:52

Commented by 花うさぎ さん 

To その蜩さん こんばんは。 
 
>そのエントリ失敗だったんじゃないかと思わざる得ないほど、苦しいモノでし

たね。 

 
ごめんなさい、それは具体的にはどのブログのエントリーを指しているのでしょうか？。 

 
>自分で書いてて嫌にならなかったのかと思ってしまいましたよ。 
 
最近は民主党支持を打ち出しているブログは全く見なくなった（時間がもったいない）の

で、世情に疎いのです(^^；。 

 

2009/07/22 00:24

Commented by その蜩 さん 

To 花うさぎさん  
申し訳ない。私もトラックバック流し読みしてたついでに読んでたまたま印象に

残っただけなのでどこだったか忘れてしまいました(汗  
 

2009/07/22 10:20Commented by 花うさぎ さん 

・イベントガイド 

 
栄光ゼミナールによる自虐史観授業に抗議 

 
日時：7月25日（土） 16：00集合・開始 
場所：渋谷駅ハチ公前  
主催：そよ風 

 
2009年7月7日に産経新聞の報道によって発覚した栄光ゼミナールによる自虐史観授

業に抗議します。 

 
 
自虐史観を教えて日本の子供たちに日本人としての誇りを持たせない教育に対して一言

いってやりたい！という女性の方、ご参加お待ちしております。 
飛び入り参加大歓迎！女性の方、ぜひ聞きに来て下さい！応援してください！ 

 
男性の方、ボディーガード＆参加お待ちしております！  

 
・「そよ風」とは 

 
「そよ風」は少しでも日本が良くなるように！と願っている女性の集まりです。偏向報道で

マスコミが伝えていない真実など知って危機を感じています。 

 
正しい事を主張すると、右翼とか右派とか右よりとか。。おかしな世の中です。今まで何も

してこなかったツケかもしれません。 

 
しかし、この会に集まっている女性はこういう世の中でもあきらめずに正しい事を主張し、

日本が悪くならないように頑張っています。 
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この会は一人でチラシを作りポスティングしている方や一人で抗議に参加している女性が

集まって出来た会です。やはり一人で活動するのには勇気がいります。また一人よりも二

人、三人と集まると心強くパワーも倍増します。 

 
 
「そよ風」では日本を愛する人ならどなたでも、多くの方に参加して頂きたいと考えていま

す。 

http://www.soyokaze2009.com/index.php 
 
・行動する保守を支援しているそうです。これは嬉しいですね。女性の方、是非参加を！。

25日は18時から会合がありますが、一時間くらいは顔を出せそうです(^^)。 

2009/07/22 11:19

Commented by AW さん 

> あの福島瑞穂が大臣になる可能性もあるのです。「   」。言葉が見あたり

ません！。 

 
毒の塊でも分子レベルにまで分解・解体すれば毒はなくなるかな？「   」に入れるとす

れば「分解してくれ」でしょうか。 

 

2009/07/22 12:31

Commented by tropicasso さん 

花うさぎさん、こんにちは。 

 
今日は朝から日食話題で大騒ぎのようですが、関東地方は曇りで良く見えな

かったようですね。 

 
民主党入閣予想名簿を見ると吐き気を模様しますね。 
こうなった時に、一般国民が心から政治は安心と思えるのでしょうか？ 

 
５５年体制で社会党凋落を容認してきた国民の判断が今日まで続いているのなら、この

顔ぶれは何か変だな~と思うのが普通だと思います。 
 
一方で、日本人は小学生時代から運動会、式典で号令一過、「右へ倣え！」「整列！」等

皆同じ（ついでに制服、給食）が結構好きな国民ですから、民主党の赤っぽい部分って違

和感がないのかな～と思ったりします（私はこういう集団主義は大嫌いですが）。 

 
左翼マスゴミ、赤い民主党と騒いでも、結局、国民の選択が究極的に民主党なら、最早、

佳き日本人は残念ながら少数派ということでしょう。 

 
しかし、いつその呪縛というか催眠が解けるかですね。遅くない時期であって欲しいです。

 
 
 

 

2009/07/22 14:14Commented by 花うさぎ さん 

To AWさん こんにちは。 
 
>毒の塊でも分子レベルにまで分解・解体すれば毒はなくなるかな？「   」に入れると

すれば「分解してくれ」でしょうか。 

 
いや～分解ではまたしつこく再生する可能性があるので、高熱焼却炉で完全焼却しない

とダメでしょう。 

 
しかし、あの福島瑞穂が大臣って、信じられない世の中になりそうです。  

 

2009/07/22 14:17Commented by 元気 さん 

花うさぎさん、こんにちは。 

 
民主党政権後の世界。身の毛のよだつ思いがします。 
まさに、「地獄への道は善意で舗装されている」 ですね。 
８日の読売新聞記事に、7日の常任理事会のことが載っていました。 
 
  ------------------------- 
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大蔵省ＯＢで蔵相を務めた藤井博久最高顧問は、財源を論じる若手議員にこう語りかけ

たという。 
財源にはそこまで触れなくてもいいんだ。 
どうにかなるし、どうにもならなかったら、ごめんなさいと言えばいいじゃないか。 
  ------------------------- 
 
確かに、ごめんなさいで済ませる算段のようです。 
民主党を分かった上で、もしくは、反自民や勝手な幻想で選ぶなら… 
責任は全て国民が負い、政治家は、ごめんなさいで済むということですね。 
政治家を選んだのは日本人なのですから。 

 
大多数の国民は、目覚めないままでしょうか。 
（呪縛は、キツイ眠剤ですね） 
それとも関わりたくなくて、寝たふりでしょうか。 

 
記事、トラックバックさせていただきます。  

2009/07/22 14:19

Commented by 花うさぎ さん 

To tropicassoさん  
 
>こうなった時に、一般国民が心から政治は安心と思えるのでしょうか？ 

 
偽装、なりすましに騙されちゃうのでしょうかね？。 

 
>最早、佳き日本人は残念ながら少数派ということでしょう。 
 
気がつかないだけで、本質は日本人は良識派だと思いたいですね。 

 

2009/07/22 14:23Commented by 元気 さん 

追伸。 

 
チラシ。先のエントリでもありましたが、 
自民党のチラシ「政治は、ギャンブルじゃない」メールで依頼しました。 
これも、トラックバックさせていただきますね。 
よろしくお願いします。 

 
心にZ旗を掲げて頑張るしかない。ですよね。  

 

2009/07/22 14:31Commented by 花うさぎ さん 

To 元気さん こんにちは。 
 
>自民党のチラシ「政治は、ギャンブルじゃない」メールで依頼しました。 
>これも、トラックバックさせていただきますね。 
 
ありがとうございます。あれは100部まで無料という意味なのか、あるいは希望すれば千

部でもokなのかが判りにくいですね。 
 
>心にZ旗を掲げて頑張るしかない。ですよね。 
 
ああ～、いい言葉です。長期戦ですから着実にしっかりとやりましょう。 

 

2009/07/22 14:53Commented by 元気 さん 

To 花うさぎさん  
 
>あれは100部まで無料という意味なのか、あるいは希望すれば千部でもokなのかが判

りにくいですね。 

 
希望部数を送ってもらえると思いますよ。 
と、とりあえず（！？）、千部希望しました。（笑） 

 
コツコツ宅配。頑張って配ります♪ 

 

2009/07/22 17:45Commented by 花うさぎ さん 

8今や第二社会党？「民主党解剖」：イザ！

http://hanausagi.iza.ne.jp/blog/entry/1141249/



To 元気さん  
 
>希望部数を送ってもらえると思いますよ。 
>と、とりあえず（！？）、千部希望しました。（笑） 

 
す、凄い！。 

 
>コツコツ宅配。頑張って配ります♪ 
 
長丁場ですから無理のない範囲でお願いします(^^)。  

 

2009/07/22 19:47

Commented by kunimamoru さん 

こんばんは。初めてコメントさせて頂きます。 
産経新聞の「民主党解剖」、生憎とこちらの地方では未だ入手できないでいま

す。書店には発売前から、入荷次第電話をくれるように頼んであるのですが。

（こんな事初めてです） 

 
産経新聞に連載されていた内容をうろ覚えでこちらエントリを読ませて頂き、改めて村山

内閣当時を思い出してしまいました。 
昨今の状況はその当時より、より深刻かと思います。 

 
こちらのブログはいいですね。色々なリンク先も貼ってあって。しかしその労力も大変なも

のだと思います。 
微力ながら、各方面に少しでも拡散、運動の協力を呼びかけたいと思います。  

 

2009/07/22 21:06

Commented by 花うさぎ さん 

To kunimamoruさん こんばんは。HNいいですね。 
 
>書店には発売前から、入荷次第電話をくれるように頼んであるのですが。（こ

んな事初めてです） 

 
ネットでも入手難になっているのでしょうか？。ひょっとしたら初版は売り切れになっている

かも知れませんね？。 

 
>昨今の状況はその当時より、より深刻かと思います。 
 
はい。加瀬英明氏が度々言及してますが、明治維新、敗戦が外敵によるものだったのに

対し、今回の国難は内的、即ち敵は日本にあり、と言う点で日本史のなかで最大のものと

認識しています。 

 
>微力ながら、各方面に少しでも拡散、運動の協力を呼びかけたいと思います。 
 
ありがとうございます。是非よろしくお願いします(--)。 
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